
 

 

 

 
 
 
本研究では、今後、道内各地域で住民主体の景観づくりが推進されていくことを目指し、地域の課題に
応じた住民主体の景観づくり手法の整理・検討を行いました。 
 
 
 
道内 212 市町村と十勝地域で景観に関わる活動を行っている住民団体を対象としたアンケート調査か
ら、「行政の組織体制づくり」「景観の意識啓発」「景観に関わる情報発信」「住民活動に対するサポ
ート」の全ての項目について、行政が取り組んでいくことが、住民主体の景観づくりを促すことにつな
がっていることが明らかになりました。 
また、それらの手法のうち、「インターネットを活用した情報発信」と「総合的学習の時間を活用した
担い手育成のための景観学習」については、十勝地域での実践も行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自治体の状況に応じた住民主体の景観づくり促進手法を「手法の取り組みやすさ」「自治体の景観に関
わる取り組み度合いに応じた手法」「市町村規模に応じた手法」「住民との関わり度合いに応じた手法」
の4つの観点から整理し、具体的な住民主体の景観づくり推進戦略を示しました。住民主体の景観づく
りを目指す地域で、行政がこれらの成果を活用する事ができます。 
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情報発信

・地域住民が興味・関心を示
しやすい「花・緑」や「清掃」な
どの美化活動を行う

・町内会など、地域に密着して
おり、自治体と既につながり
がある組織を活用する

住民意識を向上させる

住民活動を活発化させる

きっかけの段階

ﾃｰﾏ
住民の
関わり

・「花・緑」や「清掃」の美化活
動から、景観を視点とした活
動に展開する

・町内会の枠を超え、景観に
関わる活動を行う住民・住民
団体を徐々に育てる

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟの段階

ﾃｰﾏ
住民の
関わり

・住民の自主性による様々な
活動ﾃｰﾏ

・複数の住民団体をつなげ、
交流させる取り組みを行う
・ﾘｰﾀﾞｰとなるような中心的存
在の人材がある場合には、
その人材をいろいろな場面
で巻き込んでいく

住民主体の景観づくりに移行する段階

ﾃｰﾏ
住民の
関わり

手法 ・景観づくりﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの4項
目全てがそろった取り組みの
継続

・計画の周知

・住民意見の募集
・検討の場に住民が参加(行政が指名、公募)
・住民ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを開催し、検討
・住民の作成案を元に検討

関心が高まる

愛着が育まれる

計画段階

住民へ
の説明
参加によ
る検討

・地域住民の参加で実施する(花植え、植樹、清掃　等)

実施段階

協働で
の実施

・維持管理・保全業務に住民が参加
・維持管理・保全業務を住民団体等に委託

実施後

維持
管理

・維持管理・保全業務に住民が参加
・維持管理・保全業務を住民団体等に委託

実施後

維持
管理

十勝地域での実践 

具体的な住民主体の景観づくり推進戦略 

十勝支庁のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを利
用した管内の住民団体に
関わる情報収集､及び発
信により住民団体のﾈｯﾄﾜ
ｰｸ化を試みました｡ 

鹿追町内の小学校におい
て景観を視点に取り入れ
た学習を実施しました｡
畑は鹿追町の景観資源で
もあることから､ｶﾎﾞﾁｬづ
くりの学習に景観の視点
を加えて実施しました｡ 

インターネットを活用した情報発信 総合的学習の時間を活用した景観学習 

住民主体の景観づくりのきっかけには「花・緑」
をﾃｰﾏにすることが有効です。 

公共事業も住民主体の景観づくりの推進に活用す
ることができます。 

「花・緑」をﾃｰﾏに･･･ 公共事業をきっかけに･･･ 
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